
県 内 各 地 の 事 業 所 か ら

　本地区の農業水利施設は、国営新津
郷土地改良事業（昭和��年度～平成元
年度）で造成された水田揚水機場及び
車場揚水機場から、それぞれ信濃川及
び小阿賀野川から取水した用水を、水
田幹線用水路、車場幹線用水路を通じ
て、末端ほ場へ供給しています。
　しかし、経年的な施設の劣化により、
農業用水の安定供給に支障を来してい
るとともに、施設の維持管理費用の増
大及びほ場の水管理作業に多大な労力
を要しています。このため、揚水機場

の新設、幹線水路のパイプライン化、
調圧水槽の新設を通じて需要主導型の
水利システムへ再編し、農業用水の安
定供給と維持管理費の軽減を図ること
としています。

　妙高市川上地区では、安土桃山時代
から開削が始まった「上江用水路（世界
かんがい施設遺産）」などの歴史を伝
え、施設を守り後世に引き継ぐ活動を、
地区全体で取り組んでいます。
　川上公会堂内に併設の「水土里養水
史料館」には、これまで収集された用
水史料の閲覧ができます。また、DVD

（日本語版、英語版）を手作りで制作し、
近隣の小中学校や海外からの研修生に

配布するなど、情報発信を行っています。
川上地区の取り組みやDVD資料は、次の
ホームページでご覧いただけます。

新津郷用水農業水利事業所 関川用水土地改良建設事業所

齋藤 友里さん  （新潟食料農業大学２年。ビジネスコース）
さいとう    ゆり

＜穂海農耕＞コメの晩生品種が半分を占めると聞いて、初めは多いと
感じたが、緻密な計算の結果だと知った。つまり、収量の多い品種を

多く栽培することで、出荷量を増加させ、利益を増やす。経営の視点に感心した。
周辺の田んぼ仕事も請け負い、地域の農業を維持するなど、「ローカル」にしっかりと
足をつけつつ、国内外までを視野に入れたグローバルな事業を行っていることに
驚愕（きょうがく）した。乾燥室では、汚れがちな乾燥機やもみすり機などの機械も
隅々まできれいに掃除されており、清潔感を大切にされているのだと感じた。

＜上江用水路＞日本で��カ所登録されている世界かんがい遺産の一つ。巨大な用
水路の一部を見学したが、用水路とは思えないほどの全長を有しており、大変驚いた。

＜未来へ＞ゼミを通して、農業に携わる形はさまざまだと感じた。そして、見学した
農家、施設、建設現場の方々、全てが人々の笑顔のために働いていると思えた。
今後、農業に携わる中で、自身の利益だけではなく人々に幸福をもたらせるように
なりたいと改めて思った。

＜穂海農耕＞市場の状況からニッチを把握し、需要に見合った作付けに
よって確実に売れるようにするなど、緻密な戦略によって経営されて

いることに感心した。海外の市場や国際情勢から意思決定されている印象を持って
いたが、新規作物の作付けについては、丸田さんのネットワークによって決定されたと
聞き、作付け展開の難しさが分かった。新潟県においては、篤農家、大規模農家が
補完し合うことでコメブランドが成り立っているという話を聞き、後者である「穂海」は、
自身の立場を周りの環境に合わせ、変化させていく経営を徹底していると感じた。

＜上江用水路＞水利においては避けられない争い。上流と下流の需要のバランスを、
減免制度を設けることで解決し、全農民が納得して水利施設の維持管理が行われて
いるのが印象的だった。

＜未来へ＞水利施設のエンドユーザーである農家の意見を聞くことで、農業水利の
重要性を知るとともに、解決すべき問題も明らかにできると思った。まだ技術発展の
余地があること、技術の重要性を改めて感じ、責任感を持って学びを続けたいと、
思いを新たにした。

＜穂海農耕＞コメなどの生産、マーケティング、教育の三つを軸に
ビジネスを展開しているグループ企業「穂海」。丸田さんは、地域と

農業の現状をしっかりと見ながら、自身で得られた知識を、農業の発展のために
注いでいるという印象を受けた。最先端の技術を取り入れることで、農産物の品質を
上げるだけでなく、農業そのものを発展させている。丸田さんなら、自社の農産物を
国際レベルへと引き上げることができると確信した。

＜上江用水路＞���年もの時間をかけて建設された上江用水路では、歴史や構造の
特徴、途中で直面した問題などを聞いた。あたかも自然がつくり出したかに見えた
水路。このような建造物が日本にどれだけたくさんあるかということ、どれほど有機的な
自然環境の中に刻まれているかを目の当たりにし、感銘を受けた。

＜未来へ＞修了後は、建設に関わる国際的な研究開発機関で、コンクリート造りの
建造物の損傷具合を見定める方法を考え、実際の作業に役立つ仕事をしたいと思って
いる。

＜穂海農耕＞未来を見据えた農業の在り方についての話が興味
深かった。農業機械は導入コストやリスクが高いにもかかわらず、

基本的に農業者自身による購入や、個人やグループのネットワークでの貸し借りが
前提となっているという。レンタルの仕組みができると、農業経営や参入のハードルが
下がるのではないかという趣旨のディスカッションができたのも勉強になった。農業は、
初期負担が大きいからこそ、このような支援策は有効だろう。

＜上江用水路＞昔の人がどのように土地を守ってきたのかを肌で感じた。外観はその
ままに、老朽化した箇所を補修工事していたため、当時の雰囲気が感じられ良かった。

＜未来へ＞水と農業は密接に結びついており、普段私たちが何気なく使用している
水も食べ物も、それを確保し、生産するために日夜、仕事をしている人がいるからだと
いうことを肌で感じ、頭が上がらないと思った。現在、考えている進路はインフラ
方面に近いので、今回のゼミで、暮らしを支える人たちの姿を直接、見られたのは
刺激になった。就職後も学びを深め、他産業も巻き込んだ技術革新のアプローチと
普及に尽力できたらと思う。

未来にできるコト
伊藤 航大さん  （新潟食料農業大学２年。アグリコース）

水利施設や農業法人を訪ねて

いとう  こうだい

ナデージタ・モロゾバさん
（新潟大学大学院２年自然科学研究科。施設機能工学専攻。留学生）柴野 一真さん 

しばの   かずま 新潟大学大学院自然科学研究科１年。
施設機能工学専攻（ ）

第１回  信濃川左岸
第２回  関川

水利が拓く 実りの明日へ 検 索

キャンペーン 特設サイト
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「水利が拓く 実りの明日へ」キャンペーン事務局
（新潟日報社ビジネス局内） 新潟市中央区万代3-1-1

●TEL 025-385-7432（土日祝日を除く／10：00～17：00） ●ファクス 025-385-7438  ●Eメール minori@niigata-nippo.co.jp
過去の
紙面もご覧
いただけます

「ゼミ生」となった学生たち。右から、伊藤航大
さん（新潟食料農業大学２年。アグリコース）、
ナデージタ・モロゾバさん（新潟大学大学院２年
自然科学研究科。施設機能工学専攻。留学生）
柴野一真さん（新潟大学大学院自然科学研究科
１年。施設機能工学専攻）、齋藤友里さん（新潟
食料農業大学２年。ビジネスコース）

歴史を
守りながら、
農業の明日を
考える

私
た
ち
が
毎
日
、
食
べ
て
い
る
ご
飯
。
つ
や

や
か
な
コ
メ
の
一
粒
一
粒
が
、
ど
こ
で
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
た
ど
れ
ば
、
農
地

と
い
う
大
地
に
行
き
着
く
。
さ
ら
に
大
地
を
俯

瞰
（
ふ
か
ん
）
的
に
眺
め
る
と
、
青
々
と
し
た

田
ん
ぼ
の
周
り
に
は
、
水
路
と
い
う
水
の
道
が

巡
り
、
川
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
分
か
る

だ
ろ
う
。

　
「
水
利
ゼ
ミ
２
０
２
２
」
の
テ
ー
マ
は
、
食

卓
と
田
ん
ぼ
、
川
の
つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
。

第
２
回
目
は
、
上
越
地
域
の
農
業
を
支
え
る

関
川
水
系
に
注
目
。
川
の
水
を
利
用
し
て
大

規
模
に
農
業
を
行
っ
て
い
る
法
人
「
穂
海
農

耕
」（
上
越
市
板
倉
区
）
と
、
16
世
紀
半
ば
に

開
削
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
上
江

（
う
わ
え
）
用
水
路
に
、
利
水
の
現
在
と
歴
史

を
訪
ね
た
。

　

９
月
と
い
う
の
に
肌
寒
い
雨
の
日
。
今
回

の
「
水
利
ゼ
ミ
」
で
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
注

目
し
て
い
る
か
、
学
生
に
聞
い
た
。「
穂
海
農

耕
の
丸
田
洋
さ
ん
か
ら
は
、
大
学
の
授
業
で

講
義
を
聞
き
ま
し
た
。
会
社
を
訪
問
で
き
る

の
も
楽
し
み
で
す
し
、
手
広
く
栽
培
し
て
い

る
と
い
う
コ
メ
の
配
分
も
聞
い
て
み
た
い
」。

実
家
が
農
家
の
伊
藤
さ
ん
は
、
環
境
や
規
模

の
違
う
コ
メ
づ
く
り
に
興
味
を
寄
せ
た
。
ま

た
、
施
設
機
能
工
学
を
専
門
に
学
ん
で
い
る

柴
野
さ
ん
は
「
上
江
用
水
路
は
農
業
水
利
施

設
の
始
ま
り
。
一
度
は
見
て
お
き
た
か
っ
た
」

と
話
し
た
。

　

新
潟
県
を
北
か
ら
南
へ
。
さ
て
、
ど
ん
な

出
合
い
や
発
見
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

「水利が拓く実りの明日へ」
キャンペーン 

新潟の土地改良事業や水利施設、生産者の取り組みを
紹介する「水利が拓く 実りの明日へ」キャンペーン。
昨年に引き続き、今年も「水利ゼミ」として、大学生と
院生が水利施設や農業について学んでいきます。

キャンペーン
特別講座

関川から水を取り入れ、上江用水へと流す板倉調整池のそばで「水土里ネット関川水系」のスタッフから話を聞く学生たち

企画・制作／新潟日報社統合営業本部

新 潟 農 業 振 興 支 援キャンペーン  「 水 利 が拓く  実りの明日へ」

V o l . 4  関 川

《養水の里  越後妙高・川上》　https://kawakami-comm.mydns.jp/



　

続
け
て
、
農
業
用
水
の
〝
動
脈
〞
と
も
い
え

る
「
上
江
用
水
路
」
を
訪
ね
た
。
近
づ
く
に
つ

れ
て
、
車
窓
に
広
が
る
大
き
な
水
路
。「
え
、
川

じ
ゃ
な
い
の
？
」。
関
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
上

江
用
水
路
の
起
点
あ
た
り
は
、
雨
が
降
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
と
う
と
う
と
水
が
流
れ
て
い
た
。

　

ま
ず
は
、
旧
取
入
口
の
跡
地
を
整
備
し
た
上

江
用
水
記
念
公
園
で
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
関
川
水

系
の
ス
タ
ッ
フ
に
歴
史
を
聞
い
た
。
妙
高
市
川

上
か
ら
上
越
市
長
岡
新
田
ま
で
約
26
㌔
続
き
、

約
2
6
4
6
㌶
も
の
水
田
に
水
を
送
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
「
開
削
は
、
は
る
か
4
0
0
年
以
上
も
前
、

1
5
7
3
年
ご
ろ
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
な
っ

て
本
格
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
」。
そ
れ
ま
で
、

雨
水
や
湧
き
水
な
ど
に
頼
っ
て
い
た
た
め
、
水

不
足
に
よ
る
不
作
や
干
ば
つ
に
悩
ま
さ
れ
て
い

た
農
民
た
ち
が
、「
自
力
」
で
行
動
し
た
の
が
始

ま
り
と
い
う
。

　

記
念
公
園
に
は
、
当
時
の
取
水
堰
（
し
ゅ
す
い

ぜ
き
）
の
石
を
使
っ
て
復
元
し
た
小
さ
な
ア
ー
チ

の
取
水
口
を
模
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
、
当
時
利

用
さ
れ
て
い
た
余
水
吐
（
よ
す
い
ば
き
）
跡
が
あ

る
。「
昔
の
人
が
ど
の
よ
う
に
土
地
を
守
っ
て
き

た
か
を
象
徴
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
と
思
っ
た
」

と
齋
藤
さ
ん
。
伊
藤
さ
ん
は
「
機
械
も
重
機
も
な

い
中
で
石
を
切
り
、
積
み
重
ね
た
先
人
の
苦
労
は

も
ち
ろ
ん
、
間
近
で
見
る
と
、
い
か
に
精
巧
な
技

術
を
持
っ
て
い
た
か
が
実
感
で
き
た
」
と
話
し
た
。

そ
の
感
想
は
、
公
園
か
ら
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に

あ
る
「
川
上
繰
穴
隧
道
（
く
り
あ
な
ず
い
ど
う
）」

を
見
て
、
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。

　
「
用
水
路
が
開
削
さ
れ
て
か
ら
も
、
大
雨
が
降

る
た
び
に
氾
濫
が
起
こ
り
、
下
流
に
一
滴
も
水

が
流
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ

で
1
8
1
0
年
、
大
地
主
で
あ
る
松
岡
氏
の
屋

敷
の
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
流
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
」
と
ス
タ
ッ
フ
。
個
人
の
住
ま
い
の

下
に
通
す
と
い
う
発
想
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た

地
主
に
学
生
た
ち
は
感
心
し
た
。
さ
ら
に
近
年
、

内
部
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ひ
ず
み
も
な
け

れ
ば
内
部
補
強
の
必
要
も
な
か
っ
た
と
聞
い
て
、

驚
き
の
表
情
が
浮
か
ん
だ
。
モ
ロ
ゾ
バ
さ
ん
は

「
川
の
よ
う
に
見
え
た
水
路
、
石
積
の
ト
ン
ネ
ル
。

い
ず
れ
も
有
機
的
な
環
境
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
印
象
的
だ
っ
た
」
と
、
建
造
物
か
ら
風
景

へ
と
視
線
を
広
げ
て
捉
え
て
い
た
。

　

上
江
用
水
路
は
2
0
1
5
年
、
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。「
完
成
ま
で
に

1
3
0
年
。
途
中
、
よ
り
多
く
の
水
を
求
め
て

水
路
の
拡
大
を
望
む
下
流
地
域
と
、
農
地
も
水

も
減
ら
し
た
く
な
い
上
流
地
域
の
人
た
ち
の
希

望
が
折
り
合
わ
ず
、
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。
そ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

ス
タ
ッ
フ
か
ら
聞
い
て
、「
大
学
で
は
、
水
争
い

は
農
業
水
利
と
切
り
離
せ
な
い
こ
と
も
学
ん
で

き
た
」
と
柴
野
さ
ん
。
下
流
域
の
農
民
が
上
流

域
の
農
民
の
維
持
管
理
費
を
負
担
す
る
こ
と
で

解
決
し
た
と
の
説
明
を
、
う
な
ず
き
な
が
ら
聞

き
、
こ
の
減
免
制
度
が
評
価
さ
れ
、
18
年
に
世

界
水
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
納
得
し

て
い
た
。

　

水
の
流
れ
る
と
こ
ろ
を
訪
ね
れ
ば
、
人
と
の

歴
史
が
あ
り
、
水
を
生
か
し
た
暮
ら
し
が
あ
る
。

水
路
の
経
て
き
た
時
を
さ
か
の
ぼ
り
、
流
れ
を

さ
か
の
ぼ
る
中
で
、
学
生
ら
に
は
、
自
然
と
人

が
織
り
な
す
景
色
が
、
く
っ
き
り
と
刻
ま
れ
た
。

美
田
支
え
る

水
の
流
れ

先
人
の
苦
労
を

し
の
ぶ

未
来
か
ら

農
業
「
逆
算
」

水
田
の
新
た
な

可
能
性

　

ゆ
る
や
か
に
上
る
道
沿
い
に
、
同
じ
な
だ
ら

か
さ
で
連
な
る
田
ん
ぼ
。
刈
り
取
り
を
待
つ
稲

穂
が
波
打
つ
風
景
は
、
確
か
に
「
稲
穂
の
海
」

だ
。「
穂
海
」
の
名
は
、
こ
の
風
景
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
と
い
う
。

　

2
0
0
5
年
、「
穂
海
農
耕
」
は
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
生
産
す
る
農
業
法
人
と
し
て
始
動
し
た
。
現
在

は
水
稲
だ
け
で
10
品
種
、
ほ
か
に
ダ
イ
コ
ン
や
ト

マ
ト
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
も
栽
培
し
、
創
業
当
時
9

㌶
弱
の
農
地
は
1
8
2
㌶
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

「
水
稲
と
い
う
名
前
の
通
り
、
コ
メ
づ
く
り
は
水

が
全
て
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
こ
の
エ
リ
ア
の

用
水
は
、
非
常
に
潤
沢
で
す
」
と
丸
田
さ
ん
。
上

越
市
板
倉
区
は
、
江
戸
時
代
前
か
ら
上
江
用
水
路

の
用
水
掘
削
が
行
わ
れ
て
い
て
、
笹
ヶ
峰
ダ
ム
を

源
と
す
る
関
川
か
ら
必
要
十
分
な
水
を
取
り
込
め

て
い
る
と
い
う
。

　

当
初
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
み
を
栽
培
し
、
販
売
先

も
個
人
や
米
屋
だ
け
だ
っ
た
が
、「
在
庫
な
ど
の

リ
ス
ク
や
ラ
イ
バ
ル
の
多
さ
」
か
ら
業
務
用
に
シ

フ
ト
し
た
。
伊
藤
さ
ん
か
ら
、
品
種
に
よ
る
比
率

を
聞
か
れ
、「
収
量
を
重
視
し
て
晩
生
種
を
お
よ

そ
半
分
に
し
て
い
る
」
と
答
え
た
丸
田
さ
ん
に

「
コ
メ
以
外
の
作
物
は
何
を
要
因
に
決
め
た
の

か
？
」
と
さ
ら
に
柴
野
さ
ん
か
ら
質
問
が
出
た
。

「
機
械
化
一
貫
体
制
が
で
き
て
い
る
か
」
と
丸
田

さ
ん
。
ト
マ
ト
の
収
穫
機
械
、
大
根
を
掘
り
起
こ

す
機
械
。
大
規
模
展
開
に
不
可
欠
な
が
ら
非
常
に

高
価
な
農
機
を
、
知
り
合
い
か
ら
借
り
ら
れ
る
と

分
か
っ
て
、
栽
培
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
。

　
「
水
が
少
な
く
て
も
育
つ
」
と
い
う
ト
マ
ト
は
、

水
田
の
新
た
な
活
用
に
も
つ
な
が
っ
た
。「
要
不

要
に
応
じ
て
、
給
水
も
排
水
も
で
き
る
と
い
う

水
田
の
特
性
が
生
か
せ
ま
す
。
水
田
を
農
地
と

い
う
『
資
産
』
と
考
え
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る

作
物
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
フ
ー
ド

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
も
理
想
的
で
す
」

と
丸
田
さ
ん
は
語
る
。

　

注
目
さ
れ
て
い
る
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）

の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
と
「
現
在
は
ま
だ
作
業

補
助
の
段
階
で
す
が
、
今
後
は
分
析
、
最
終
的

に
は
予
測
へ
つ
な
げ
、
開
発
サ
イ
ド
に
も
関
わ

り
た
い
」
と
丸
田
さ
ん
は
意
欲
を
見
せ
た
。
移

動
し
て
コ
メ
の
乾
燥
調
製
施
設
に
行
く
と
、
色

彩
選
別
や
も
み
す
り
を
自
動
的
に
行
う
だ
け
で

な
く
、
環
境
の
違
い
に
よ
る
収
穫
量
や
く
ず
米

の
量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
た
。「
こ
の
土

地
固
有
の
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
れ
ば
、
非
常
に

大
き
な
強
み
に
な
り
ま
す
ね
」。
齋
藤
さ
ん
は
、

「
そ
の
先
」
を
見
据
え
た
丸
田
さ
ん
の
経
営
戦
略

に
関
心
を
寄
せ
た
。

　

倉
庫
で
は
、
出
荷
を
待
つ
米
袋
の
壁
の
前
で
、

モ
ロ
ゾ
バ
さ
ん
が
、
コ
メ
の
海
外
展
開
に
つ
い

て
丸
田
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
、
感
想
を
口
に

し
た
。「
コ
メ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
こ
の

地
域
を
国
際
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
、
発
信
し
て

い
き
た
い
と
い
う
話
、
人
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

関
わ
り
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
」。

　

丸
田
さ
ん
は
「
事
業
と
し
て
は
ま
ず
計
画
あ

り
き
。
未
来
に
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
か
ら
常
に

現
在
を
考
え
て
い
る
」
と
強
調
す
る
。
栽
培
品

種
や
販
売
先
の
選
定
、
農
地
の
活
用
。
そ
し
て

「
県
内
に
い
る
篤
農
家
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
が

あ
る
」
と
発
し
た
丸
田
さ
ん
に
、「
新
潟
コ
シ
ヒ

カ
リ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
と
、
大
規
模
の
展
開
を

両
輪
で
、
補
完
的
に
考
え
る
視
点
が
素
晴
ら
し

い
と
思
っ
た
」
と
齋
藤
さ
ん
が
ま
と
め
た
。

話を聞いた後、コメの乾燥調製している施設を見学米袋が積まれた倉庫で話を聞く４人

約���年前、農民たちが開削した上江用水路が、農地を潤す上江用水路の歴史と現在を、板倉調整池、川上繰穴隧道、上江用水記念公園で見学

減
免
制
度
高
く
評
価

世
界
が
認
め
た
遺
産

時
を
超
え
た〝
動
脈
〞

2
6
4
6
ha
の
農
地
潤
す

豊
か
な
水
生
か
し
て

「
稲
穂
の
海
」を
拡
大

I
C
T
活
用
も
視
野

先
見
据
え
経
営
戦
略


